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■2018年 1～3月期は 7.4％成長 

2018 年入り後もベトナム景気は堅調さを維持し

ている。 

2018年 1～3月期の実質GDP成長率は前年同期

比＋7.4％と、2017 年 10～12 月期（同＋7.7％）か

ら小幅減速したものの、高い成長ペースが続いた

（右上図）。 

需要項目別に詳しくみると、まず、景気を下支え

したのは、民間消費である。インフレ率が＋3％前

後の比較的低水準で落ち着くなかで、企業業績の回

復や最低賃金の上昇を背景とした雇用・所得環境の

改善が消費を押し上げた。また、輸出も好調であっ

た。1～3 月期のドル建ての名目輸出は、世界景気

の回復とベトナム国内における韓国系電気・電子部

品メーカーの新工場稼働等を背景に、同＋25.1％と

大幅に増加した。 

4 月以降についてみても、1～4 月の実質小売・

サービス売上高は、同＋8.5％と前年（同＋7.0％）

を上回る伸びとなったほか、4 月の米ドル建て名目

輸出も同＋5.0％と減速しつつも増勢が続いている。 

 

■長期化が懸念される完成車輸入規制の影響 

先行きを展望すると、世界経済の回復を受けた

輸出の拡大や低インフレと雇用・所得環境の改善

が続くことで、2018 年もベトナムは高めの成長が

続く可能性が高い。 

しかし、自動車の輸入制限によって、国内の自

動車販売の低迷が長期化するリスクには注意して

おく必要がある。 

もともと、2018 年の自動車販売は、ASEAN 域

内の関税撤廃により大幅増が予想されていた。しかし、国内メーカーの保護を狙ったベトナム政

府は、2018 年 1 月より完成車輸入に対して、輸入業者による輸出元政府の発効する認可証の提出

や、輸入船ごと・車種ごとの安全検査等の非関税障壁を課した。さらに、当初、ベトナム政府は

様式を満たしていないことを理由に、日本の自動車メーカーが輸出基地としているタイやインド

ネシアの認可証を認めなかった。これらの結果、完成車輸入が滞り、2018 年入り後も自動車販売

は前年割れが続いている（右下図）。 

自動車産業の育成は一朝一夕で達成できるものではなく、むしろ、非関税障壁による供給制約

の強まりは、景気の下振れリスクを高めることになりかねない。ベトナム政府の柔軟かつ長期的

な視野にたった貿易・産業育成政策が期待される。 
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